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要 旨
準絶滅危惧種のサギソウ（Habenaria radiata）を無菌播種により大量増殖させ，湿

地へ植え戻すことを目的に発芽生育後の順化方法を検討した。岐阜市太郎丸産のサギ
ソウの種子を無菌播種に用いた。2003～2005年に無菌播種を行った後発芽成長した
無菌株を，2004～2006年に順化実験に用いた。植え付け材料として株と球根の比較
を行い，プランターに植え付けた場合と湿地に直接植え付けた場合を比較した。
培養器内で生育した株と形成された球根を直接湿地に植え付けた実験では，株の方

が2年目の生存率が非常に高くなった。また，植え付け場所を比較すると，株を湿地
に直接植え付けるよりも，プランターで予備栽培して翌年できた球根を植え付けた方
がより生存率が高くなることが分かった。さらに，球根が形成されている株を株と球
根に切断して両方増殖できるか検討したが，翌年の球根増殖のためには切断するとか
えって増殖率が劣ることが分かった。

緒言

これまで報告してきたように1）～6）本学のシ
ンボルである準絶滅危惧種のサギソウ（Habe-

naria radiata）の群落を大学内湿地に復元さ
せることを目的に1999年より研究をすすめ
ている。

前報6）では，サギソウを無菌播種により大
量増殖させるために，培地のスクロース濃度
の検討を行い，スクロースの濃度が8％以上
になると生育に悪い影響を与えること，球根
の生産はスクロース2％濃度で移植を行った
区で最も優れていたことなどが明らかとなっ
た。
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図1 培養容器内の無菌実生

図2 実験3に用いた材料

本報告では，無菌培養から外の環境へ植え
出す順化方法やその後の湿地での生育につい
て報告する。

材料および方法

1．材料
本学湿地で2002年に採種した岐阜市太郎

丸産のサギソウの種子を無菌播種に用いた。
これは，かつて本学周辺で自生していたサギ
ソウを地元の趣味家の方が栽培を続けてい
て，その球根を寄贈いただき，2001年より
本学湿地での復元実験に用いている株より採
種したものである。

2003～2005年に以下の方法で無菌播種を
行ったのち発芽成長した無菌株を順化実験に
用いた。培地は，3．5％スクロースを添加し
たムラシゲ・スクーグ（MS）寒天培地5）7）を
用い，植物ホルモンは加えなかった。殺菌及
び播種方法は前報5）と同様に行った。発芽成
長した後，同じ培地に移植した。
培養環境は，人工気象器（NKsystem）を

使 用 し，昼8時 間（2000 lx）20℃，夜16時
間（暗闇）20℃で培養した。

2．実験1
2004年5月7日に，2003年に播種したサギ

ソウを培養器より取り出し，湿地および鉢に
植え付けた。培養器内のサギソウ株は，寒天
中に球根を形成しており，また芽や根をつけ
た株の状態のものも見られた（図1）。そこ
で，培養器から取り出し，水で寒天を洗い流
した後，ピンセットを用いて，球根と株を分
離した。本学湿地の比較的水位の低い場所を
選び，2区に分けて，一方には球根を53個，
他方には株を23株植え付けた。また，鉢に
もミズゴケを用いて球根と株を植え付けた。

3．実験2
2005年5月31日に，2004～2005年に播種

したサギソウの無菌株38株を湿地に，5月27

日，6月1日には66株をプランターに植え付
けた。加えて2004年に鉢に植え付けた無菌
株から2005年春に採取した球根を，5月24

日に湿地に35個，5月10日にプランターに
121個植え付けた。

4．実験3
2006年6月16日には2005年に無菌播種し

た無菌株のうち球根の付いた株をそのままの
状態と球根を分離した球根除去株，除去した
球根だけの3区に分け（図2），30個ずつプラ
ンターにミズゴケで植え付け，順化実験を
行った。
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植付材料 植付数 発芽数（個） 発芽率（％）

球根 53個 3 5.7

株 23株 40 173.9

表1 ２００４年湿地植付区の翌年の発芽数

植付材料 草丈（cm） 葉数（枚） 着花株率（％） 株当着花数（個）

球根 35.2 6.3 100 4.7

株 20.5 5.2 50 1.9

表2 ２００４年湿地植付区の翌年の生育結果

植付材料 発芽数
（個）

増殖率
（％）

草丈
（cm）

葉数
（枚）

着花株率
（％）

株当着花数
（個）

球根 14 467 37.5 4.8 78.6 2.6

株 117 293 39.0 4.9 47.9 2.0

表3 2004年湿地植付区の2006年の生育結果

植付場所 植付数 生存数（株） 生存率（％）

前年球根区
プランター １２１個 １１２ ９２．６
湿地 ３５個 ３０ ８５．７

株植付区
プランター ６６株 ５９ ８９．４
湿地 ３８株 ２８ ７３．７

表4 2005年植付区の当年の生存率
前年度球根区は8月22日～9月12日に，株植付区は10月
13日に調査した

植付場所 草丈（cm） 葉数（枚） 着花株率（％）

前年球根区
プランター 11.0 4.5 19.6

湿地 6.0 3.1 6.7

株植付区
プランター 5.6 8.6 0

湿地 7.5 6.5 0

表5 2005年植付区の当年の生育状況

結果

1．実験1
2003年に無菌播種し，2004年に無菌株ま

たは培養器内でできた球根を直接湿地に植え
付けたサギソウのその年の生育は不良であっ
た。開花も見られなかった。
冬に地上部が枯死した後そのまま放置し，

翌2005年に発芽を観察した結果を表1に示
す。

前年に培養器内の球根を53個植え付けた
区では3個のみ発芽した。一方，無菌株を23

株植え付けた区では，40個の発芽が見られ，
100％以上の増殖率であった。
草丈と葉数の平均値は球根植え付け区の方

が高くなった（表2）。また，球根植え付け
区では3株とも開花し，開花株率も株植え付
け区より高くなった。

翌年の2006年の調査では，球根植え付け
区の発芽数が14個に増加し，4．7倍の増加で
あった（表3）。株植え付け区でも2．9倍と順
調に増加した。草丈，葉数の差は少なくなり，

着花株率と着花株あたりの着花数は球根区で
高かった。

2．実験2
2004年に鉢で順化した株から収穫した球

根を2005年に湿地およびプランターに植え
付けたものと，2005年に直接無菌苗を湿地お
よびプランターに植え付けたものを比較し
た。

生存率は，各区で70％以上と高かった（表
4）。同じ植え付け地点で比べると，無菌株を
直接植えつけたよりも前年の球根を植え付け
た方がやや生存率は高かった。また，同じ植
え付け材料を比べるとプランターに植え付け
た方が湿地に植え付けるよりも生存率はやや
高かった。
草丈はプランターの前年球根区で最も高

かった（表5）。また，葉数はプランターの
株植え付け区で多かった。前年の球根を植え
付けた区では開花株が見られたが，無菌株を
植え付けた区では開花は見られなかった。前
年球根区の着花株率は，プランターの方が湿
地より高かった。
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植付材料 発芽数
（個）

増殖率
（％）

草丈
（cm）

葉数
（枚）

着花株率
（％）

株当着花数
（個）

前年球根 70 233 28.7 5.2 24.3 1.6

株 44 116 31.4 4.2 36.4 2.0

表6 2005年植付区の2006年の生育状況

図3 2006年植付区の当年株数

図4 2006年植付区の新球根数

湿地の区では冬に地上部が枯死した後その
まま放置し，翌2006年にふたたび調査を行っ
た。湿地の両区とも100％以上に増殖した（表
6）。増殖率は前年球根区の方が2倍くらい多
かった。草丈はあまり差がみられなかったが，
葉数は前年球根区の方が1枚多かった。着花
株率，着花株あたりの着花数は，株植え付け
区の方がやや高かった。

3．実験3
2006年に行った球根がついた株での分離

植え付け実験では，球根付株と球根除去株の
8月までの生存率はほとんど差がなかった
（図3）。一方，球根のみの区では7月には発
芽せず，8月にやっと10％のみ発芽した。

しかし，12月になってからの次年度のた
めの球根形成では差が大きく，球根付株で10

個と最も多く，球根のみの区では，まったく
球根が形成されなかった（図4）。

考察

サギソウの無菌播種では，まずプロトコー
ムが形成され，そこから芽と根が生育し，そ
の後，根の先端から球根が形成されることが
観察されている8）。培養期間によっては，葉
の部分が枯死して球根が残る場合もある。
Yamamotoら9）は，球根形成しなかった植物，
培養器内球根，球根を低温で貯蔵したものを
順化に用い，それぞれから再生植物体を得て
いる。島田ら10）は幼植物体から形成された球
根を順化に用いている。
実験1では，球根と株を湿地に直接植え付

けて比較したところ，株の方が2年目の生存
率が非常に高くなった（表1）。このことか
ら，容器内の球根よりも株を直接植え付けた
方が，増殖には適すると思われる。
さらに，実験2より，株を湿地に直接植え

付けるよりも，プランターで予備栽培した方
がより生存率が高くなることが分かった（表
4）。無菌条件下からいったん栽培条件を管理
できるプランターや鉢での栽培によって生存
率を高くして，球根を多く得てから，湿地に
植え付けた方が増殖のためにはより効率的で
あると考えられる。
実験3では，球根が形成されている株を株

と球根に分けて両方増殖できるか検討した
が，翌年の球根増殖のためには切断するとか
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えって増殖率が劣ることが分かった（図4）。
湿地およびプランターに無菌株を植え付け

た年には開花が見られず，翌年に開花した（表
5，表6）。島田ら10）は球根を使用し，約10か
月で開花させたことを報告している。永吉11）

は，8月中旬～11月の採種後に無菌播種し，
翌年の4月に順化させた個体で生育の早いも
のは，7～9月に開花したと報告している。
本実験では6月に植え付けを行ったので，も
う少し早い時期に植え付け，栽培条件を検討
すれば，順化した年に開花させることも可能
ではないかと考えられる。
また，2004年湿地植え付け区では，球根

を植え付けた区の方が株を植え付けた区より
開花株率や株あたりの開花数が多かったが，
これは，球根区で株数が株区に比べ非常に少
なかったため，養分や光の競合が少なく，1

本あたりの栄養条件が良かったためではない
かと考えられる。
今回順化に用いた株は，生育ステージが

様々であったので，今後，それぞれの生育ス
テージにおいても詳しく検討する必要があ
る。培養器内の球根にも休眠等の生理的状態
の違いがあるとも考えられるので，さらに検
討が必要である。
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